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行
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十
種
法
行
に
つ
い
て

舟

橋

尚

哉

菩

薩
行

の

一
つ
と
し
て
説

か

れ

て

い

る
十

種

法

行

(
d
a
sa
d
h
a
 d
h
a
rm

a
rita
)
は
十
法
行

と
も
十
種
正
行
と
も

い
わ
れ
る
が
、
中
辺
分
別
論
、
無
上
乗

品

の
作
意
正
行
を
説
く
と

こ
ろ
に
、

次

の
如
き
十
種
法
行

が
説
か

れ
て
い
る
。

「
十
種
法
行
と
は
何
か
、
(
1
)
書
写

(
lek
h
a
n
a
)
と
(
2
)供
養

(p
q
ia
n
a
)

と

(3)
布

施

(d
a
b
a
)
と
(
4
)
聴
聞

(
S
ra
v
a

)

と
(
5
)
読
諦

(
v
a
a
m
)
と
(
6
)
受

持

(
u
d
g
rah
a
)

と
紛
解
説

(
p
ra
k
m
s
m
a
)
と
(
8
)
調

諦

(sv
a
d
h
y
a
y
a
)

と

(9)
思
惟

(
m
tan
a
)
と
(
1
0
)

修
習

(
b
h
a
v
ab
a
)
と
で
あ
る
」
(
第
九
偶

)

こ
の
十
種
法
行

(
十
種
正
行
)
は
、

大
乗
荘
厳
経
論
、

行
住
品
に
は

「
有
十
種
正
行
。

一
書
写
。

二
供
養
。

三
流
伝
。

四
聴
受
。

五
転
読
。

六
教

他
。

七
習
諦
。

八
解
説
。

九
思
択
。

十
修
習
」
(
大
正
三

一
、
六
五
九

下
)

と
あ

つ
て
、
十
種
正
行

の

一
一
の
名
称

が
説
か
れ
て

い
る
が
、
梵

本
並

び
に
チ

ベ
ッ
ト
訳

で
は

「
十
法
行
に
お

い
て
」
(
d
a
sa
su
 d
h
a
rm
a
 a
rite
su
)

と
説

か

れ
て
い
る
の
み

で
、
そ

の
説
明
は
な

い
。

次

に
喩
伽
論
巻
七
十
四
に
出

て
い
る
十
法
行
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
勿
論
、

梵
本

は
な

い
の
で
、

チ

ベ
ッ
ト
訳
か
ら
梵
語
を
推
定
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
大
乗

に
お
け
る

こ
れ
ら
諸
菩
薩

の
十
法
行
は
、

有
情

を
成
熟

せ
し
め
る
も

の
で
あ
る
。

十
と
は
何
か
と

い
わ
ば
、

即
ち
、

大
乗

と
相
応

す
る
菩

薩
蔵

に

よ

つ
て
摂
せ
ら
れ
た
経
等

の
法
を
、
(
1
)
書
写

(
le
k
h
a
b
a
)

し
て
持
す

る
と
、

(2)
同
様
に
供
養

(
p
u
uab
a
)
す

る
と
、
個
他
に
布
施

(
d
a
b
a
)

す
る
と
、
(
4
)

教
説
を
恭
敬
し
て
聴
聞

(
sr
a
v
a
n
a
)
す
る
と
、
(
5
)
自

ら
読
諦

(
v
a
a
m
)

す

る
と
、
(
6
)
同
様
に
理
解
し
、
受
持

(
u
d
d
e
sa
)
す
る
と
、
(
7
)
正
説
を
広
く

音
声
に
よ

つ
て
調
諦

(
sv
a
d
h
y
a
y
a
)
す
る
と
、
(
8
)
他
人
に
広
く

解
説

(
sa
m

p
ra
k
a
sa
m

)
す

る
と
、
働
独
り
寂
静

処
に
行
き
、

思
惟

(
i
b
t
m
a
)

し
、

思
量
し
、
観
察
す

る
と
、
圃
修
習

(b
h
a
v
m
a
)
を
為
す
に
よ

つ
て
随

入
す

る
こ
と

で
あ
る
」
(
影
印
北
京
版
駕
巻
76
1

1
1

8
)

こ
の
喩
伽
論
チ

ベ
ッ
ト
訳
の
記
述
は
喩
伽
論

の
漢
訳

(
大
正
三
〇
、

七
〇

六

下
)

と
も
、

ほ
ぼ

一
致
し
て

い
る
。

さ
て
、

こ
の
喩
伽
論
の
記
述
を
中
辺
分
別
論

の
所
説
と
対
比
す
る
と
、
第

七

と
第

八
と
が
入
れ
代
わ

つ
て

い
る

こ
と
に
す
ぐ
気

が

つ
く

で
あ

ろ
う
。

そ

の

他
、

摂
大
乗
論
、

彼
修
差
別
分
や
、

顕
揚
聖
教
論
第

三
な
ど
に
も
、
十
種

法
行

は
説

か
れ

て
い
る
が
、

一
一
の
説
明
は
な

い
。
ま
た
般
若
系
統

の
経
典
、

勝

天

王
般
若
波
羅
蜜
経
巻
七
付
属
品
第
十
六
に
も
次
の
如
く
説
か
れ
て

い
る
。

「何
等
為
十
。

一
者
書
写
。

二
者
供
養
。

三
者
流
伝
。

四
者
諦
聴
。

五
者
自

読
。
六
者
憶
持
。

七
者
広
説
。

八
者
口
諦
。

九
者
思

惟
。

十

者
修

行
」
(
大

正
八
、
七

二
五
上
)

こ
の
勝
天
王
般
若
経
を
先

の
中
辺
分
別
論
等

と
対
比
す
る
と
、
第

三
流
伝

は

大

乗
荘
厳
経
論

の
所
説
と

一
致
し
、

第
七
、
第

八
は
中
辺
分
別
論

の
所
説

と

一

致

し
て
い
る
。

(
紙
数
制
限
に
よ
り
対
照
表
は
略
す
)

さ
て
、

こ
の
十
種
法
行

の
起
源
は
何
処
に
あ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私

は
す

で

に
八
千
頚
般
若
や
法
華
経

の
中
に
、

そ

の
源
流

が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
思

う
。

す

な
わ
ち
、

八
千
頬
般
若
に
は
次

の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

「
こ
の
深

い
意
味

の
あ
る
知
恵

の
完
成
を
聞
き
、
習

い
、
覚
え
、
唱

え
、
理

解
し
、
宣
布
し
、

説
き
、

述

べ
、
教
示
し
、
読
諦

し
、
書
写
し
云
々
」
(
大
乗

仏
典

2
、

二
七
三
頁

参
照
)
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こ

こ

で

sr
e
y
a
b
(
聞
く
)

は
十

種

法

行

の

s
r
a
v
a
(
聴

聞
)

に
、

u
d
gq
ra
h
isy
a
b

(
習
う
)
は

u
d
gq
ra

(受
持
)
に
、
v
a
y
a
b

(唱

え

る
)
は
v
a
a
n
a(
読
諦
)
に
、

sv
a
d
u
y
a
sy
a
n
ti
(
読
諦

す
る
)
は

sv
a
d
h
y
a
y
a

(颯
諦
)

に
、
u
k
hisy
ab

(
書
写
す
る
)
は
k
a
n
a

(
書
写
)

に
そ
れ
ぞ

れ
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

従

つ
て
十
種
法
行

の
中
の
五
種

は
、
す

で
に
八
千

頽
般
若
に
お

い
て
説
か
れ
て

い
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

次
に
法
華
経
に
も
八
千
頚
般
若

と
同
じ
よ
う
な
記
述

が
あ
る

の
で
考
察

し
て

み
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
第

四
法
師

品
に
は
次

の
如
く
説

か
れ
て
い
る
。

「
こ
の
法
門

か
ら
わ
ず
か

一
詩
頗

で
も
受
持
し
、
読
諦

し
、
説
明

し
、
体
得

し
、
書
写

し
、
書
写

し
て
記
憶

し
、

と
き
お
り
注
意
深
く
吟
味
す

る
と
し
よ

う
」
(
大
乗
仏
典

5
、

八
頁
参
照
)

こ
こ
で

v
a
a
y
i
s
y
m
t
i

(
読
諦
す

る
)
は
v
a
a
m

(
読

諦
)
に
、

p
ra
k
a

s
a
y
isy
m
ti
(説

明
す
る
)
は

p
r
a
k
a
s
am

(
解
説
)
に
、
lik
h
is
y
m

ti
(
書

写
す

る
)
は

le
k
h
an
a
(
書
写
)

に
相
当
す

る
と
思

わ

れ

る
。

sa
m
gq
ra
h
a
-

y
isy
a
b
ti
(
体
得
す
る
)
は

u
d
gq
ra

(
受
持
)
と
関
係

が
あ
り

そ
う
で
あ
る
。

次

に
同
じ
く
法
華
経

の
勧
持
品

で
は
次

の
如
く
説

か
れ
て
い
る
。

「
世
尊
ご
自
身

の
威
神
力
を

か
り

て
、

こ
の
法
門
を
す

べ
て
の
衆

生
た
ち
に

書
写
さ
せ
、

読
諦
さ

せ
、
考
察

さ
せ
、
説

き
ひ
ろ
め

さ
せ
る

で

し

よ

う
。
」

(
大
乗
仏
典

5
、

五

八
頁
参
照
)

こ
こ
で

k
h
a
y
isy
a
m
a

(書

写
さ
せ
る
で
し
よ
う
)

は

lek
h
a
b
a
(
書
写
)

に
、
m

ta
p
a
y
is
y
a
m
a

(
考
察
さ
せ
る
で
し
よ
う
)
は
。
m
ta
b
a
(
思
惟

)
に
、

p
ra
k
a
s
a
y
isy
a
m

(説

き

ひ
ろ
め
さ
せ
る
で
し
よ
う
)
は

p
ra
k
a
s
a
m

(
解
説
)

に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
p
a
y
a
m
a
s

(読
諦
さ

せ
る
で

し

ょ

う
)

は
意
味
内
容

か
ら

い
え
ば
V
a
a
m

(
読
諦
)

に
相
当
す
る

の
で
は
な

か

ろ

う

か
。
か
く
し

て
十
種

法
行

の
中

の
七
種
ま
で
を
、

八
千
頗
般
若

や
法
華

経

の
記

述
の
中

に
見
出
す

こ
と
が
出
来

る
。

ま
た
、

こ
の
法
華
経

の
記
述

は
、

五
種
法
師
、

即
ち

一
に
受
持
、

二
に
読
、

三
に
諦
、

四
に
解
説
、

五
に
書

写
と

い
わ
れ
る
も

の
で
、

こ
の
五
種
法
師

が
十

種
法
行

の
源
流

と
も
考

え
ら
れ
る
が
、

五
種
法
師
と

い
う
言
い
方
が
何
時
頃

か

ら
い
わ
れ
出
し
た
か
が
問
題

と
な
る
。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
五
種
法
師

に
相
当

す
る
梵
文
法
華
経
の
記
述

が
十

種
法
行
の
源
流

で
あ
る
と

い
う

こ
と
に
と
ど
め

て
お
き
た

い
。
そ
し
て
智
度
論

で
は
、

こ
の
五
種
法
師

の
中
の
、
第

一
受
持

を

「受

と
持
」
と
に
分
け
て
、
次

の
如
き
六
種
法
師
が
説
か
れ
て

い
る
。

「信
力
の
故
に
受
け
、
念
力
の
故
に
持
ち
、
文
を
看
、
或
は
口
に
受
け
る
が

故
に
読
む
と
言
い
、
常
に
得
て
忘
れ
ざ
る
が
故
に
諦
し
、
宣
説
す
る
が
故
に

説

と
為

し
、
経
書
は
了
し
難

き
が
故
に
義
を
解
す
」
(
取
意
、

大
正
二
五
、
四

六

一
上
)

こ
れ
ら

の
五
種
法
師
や
六
種
法
師

の
分
け
方
や
、
解
釈

の
仕
方
は
、

い
か
に

も
漢
訳
独
特

の
も
の

の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

そ
し
て

こ

の
五

種

法

師

の
中

で
、
受
持
は
意
業
、
読

・
訥

・
解
説
は

口
業
、
書
写
は
身
業

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

さ
て
、

こ
の
十
種
法
行
の
順

序

で
あ
る
が
、
私

は
こ
れ
は
修
行
の
段
階
と
関

係
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

即
ち
、

経
文
を
書
写
し
供
養
し
他
に
施
し
、

そ
し
て

聴
聞

し
読
み
受
持

し
、

そ
れ
を

解
説
し
暗

諦
し
思
惟
し
修
習
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
修
行

の
段
階

の
階
梯

が
感
ぜ
ら
れ
る
。

以
上
、
私
は
十
種
法
行
の
源
流

が
八
千
頗
般
若
や
法
華
経
に
見
出
さ
れ
る

こ

と
を
指
摘

し
た
が
、

そ
れ
で
は
、

い
つ
頃
か
ら
十
種
法
行
と

い
う
こ
と
が

い
わ

れ
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

か

つ
て
論
じ
た
如
く
、
中
辺
分
別
論

の
所
説

の
中

に
は
十

で
ま
と
め

て
い
る
も

の
が
多

い
。

そ
こ
に
は
、
あ

る
い
は
十
地
経
な
ど

の
十
地

の
思
想

と
の
関
連
が
あ

つ
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、

こ
の
点
に

つ
い
て

は
ま
た
の
機
会
に
論
ず
る

こ
と

に
し
た

い
。
(
註
は
す
べ
て
省
略

し
た
)

十
種
法
行

に

つ
い
て
 
(
舟

橋
)
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